
 

 

 

 

 

 

２０２３年３月７日 
東日本旅客鉄道株式会社 

 

大井町駅周辺広町地区開発（仮称）に本格着手します 
～2023 年 4 月、東京南エリアの交通結節点大井町で延床 26 万㎡の大規模複合開発に着手～ 

 

 
 

１．本開発の位置づけ 

１）東京南エリアのまちづくり 

JR 東日本グループはグループ経営ビジョン「変革 2027」の実現に向け、浜松町駅から大井町駅に至る「東

京南エリア」のまちづくりを進めています。これは、羽田空港の国際化やリニア中央新幹線の整備などによる交通

インフラの充実・進化を見据え、「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」を中心に、各駅でパートナーや地域の皆さま

と連携しながらまちづくりを進めることで、東京の国際競争力向上と国内外からの多様な人々の交流・流動の創

出を図り、JR 東日本グループの収益基盤を強化するものです。その重要な柱のひとつとなる「大井町駅周辺広

町地区開発（仮称）」に本格着手します。 

 

２）大井町のまちづくり 

大井町駅周辺広町地区開発（仮称）は、品川区が策定した「大井町駅周辺地域まちづくり方針

（2020 年）」において、大井町エリアのまちづくりを牽引する役割を担う開発として位置づけられ、歩行者ネッ

トワーク整備や防災分野などで品川区や周辺地域・事業者の方々と連携して進めるまちづくりです。JR 東日

本は大規模複合施設を、品川区は新区庁舎などを整備し、共に大井町エリア全体の新たな賑わい創出を目

指します。 
 

  

○ JR 東日本グループは、東京の国際競争力向上と国内外からの多様な人々の交流・流動の創
出に向け、「高輪ゲートウェイシティ（仮称）」を中心に、浜松町駅から大井町駅に至る「東京
南エリア」のまちづくりを進めています。その重要な柱のひとつとなる、「大井町駅周辺広町地区
開発（仮称）」の本体工事に着手します。 

○ 本開発では、品川区と連携した施設整備や駅の改良により「大井町エリア全体の賑わいと回
遊性の向上につながるまちづくり」「災害に強く、環境に配慮したまちづくり」を進めるとともに、多
様な用途や空間活用により「地域の皆さまにとっての質の高いくらしづくり」を目指します。 

○ JR 東日本の開発街区は、2023 年 4 月本体工事着手、2025 年度末開業の予定です。 

○  

○  

 

図１ JR 東日本 開発街区のイメージ（南側上空より計画地を望む） 



 

 

 

２．賑わいと回遊性、防災や環境性能の向上 

品川区が整備する街区と一体で施設整備や機能の配置を行うことで、大井町エリア全体の賑わいと回遊

性の向上につなげるとともに、災害に強く環境に配慮したまちづくりを進めます。 

 

１）歩行者ネットワークと広場の整備 

駅としながわ中央公園方面のエリアをつなぎ、周辺の高低差に対応した重層的な歩行者デッキを整備し、

東西軸のアクセス性を高め、開発街区と南側のエリアをつなぐ東急大井町線高架下に新設する通路とも接続

し、まちの回遊性を高めます。また、併せて賑わいと交流を生み出す場として複数の広場を整備します。 

 
図２ 周辺の高低差に対応した歩行者ネットワークの整備 

 

２）大井町駅改良と交通広場整備（別紙①参照） 

大井町駅東口駅舎の改良を行い、開発街区に直結する改札や出口の新設、コンコースの拡張などを行い

ます。また駅の北側に、バリアフリーでアクセスし、バスやタクシーなどが利用可能な交通広場を整備します。 

      
図３ 改良する大井町駅東口駅舎（３階）    図４ 駅からスムーズにつながるバス・タクシー乗り場（交通広場）（１階） 

 

３）地域の防災力の強化 

品川区（新区庁舎やしながわ中央公園）と連携して地域の防災力強化を図ります。JR 東日本が開発

する街区では、災害時には広域避難場所となる約 4,600 ㎡の広場を整備するとともに、建物内には帰宅困

難になった方々約 3,000 人を受け入れるスペースを整備します。 

 

４）環境配慮のまちづくり 

地域冷暖房施設（DHC）の導入などの環境配慮施策により、一般的なビルに比べて CO2 排出量を 

約 50%削減するとともに、環境価値の調達によりカーボン・オフセットを行うことで CO2 排出量実質ゼロを目

指します。また、CASBEE（建築環境総合性能評価システム）S ランクの取得および東京都のトップレベル

事業所の認定を目指します。 



 

 

 

３．大井町らしい豊かなくらしの実現  

本計画では、歴史と発展性を合わせ持つ大井町の個性を活かし、車両基地上に広がる空やその向こうに

見える都心方面の眺望なども取り入れた、豊かな余暇の時間と質の高いくらしづくりを実現する、職住近接の

利便性の高いまちづくりを進めます。 

 
図５ 開発街区の断面イメージ 

 

１）住む人・働く人・訪れる人のくらしを豊かに支えるさまざまな用途（別紙②参照） 

駅直結の利便性と開放的な空間を感じる複合施設 

として、１フロアあたりの賃貸面積が約 5,000 ㎡とな 

る東京南エリア最大規模のオフィス、デッキにより立体 

的に繋がり行き交う人々の賑わいを感じるアウトモール 

型の商業、地域に開かれたラウンジやルーフトップバー 

が新しい大井町の魅力となるホテル、立地と眺望、利 

便性を兼ね備えた高品質な賃貸住宅を整備します。  
 

２）パブリックスペース（別紙③参照） 

歩行者ネットワークと複数の広場からなるパブリック 

スペースを整備し、地域と連携したイベントの開催や、 

地域の皆さまの憩いや交流の場所としてご活用いただく 

ことを目指します。 
              

３）鉄道との連携 

この地で 100 年以上続く鉄道のメンテナンス拠点 

を身近に感じていただけるよう、整列する鉄道車両を 

一望できるデッキの整備や、工場見学のイベントとの 

連携などを行います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
基準階貸室面積約 5,000 ㎡の 

大規模・高品質なオフィス 

オフィス 

商業 

 

 

地域と連携したイベントの開催や、 

地域の方々の交流の場所となる広場 

広場 

低層部の緑豊かな歩行者ネットワーク

沿いの開放的なアウトモール 

商業 

商業 
宿泊者が地域の魅力と出会える 

ラウンジを備えたまちに開かれたホテル 

ホテル 

商業 

商業 

 

 
都心の夜景や車両基地を一望 

できるルーフトップバー 

ルーフトップバー 

商

業 

駅直結複合開発の利便性と高層階 

の眺望を兼ね備えた賃貸住宅 

賃貸住宅 

大井町駅 
商

業 

交通広場 
東→ ←西 

図７ 賑わいと憩いの場となる約 4,600 ㎡の広場（１階） 

図６ 住む人・働く人・訪れる人で賑わうアウトモール（４階） 

図８ ホテルや賃貸住宅から見渡せる夜景と車両基地 

※掲載の画像はイメージであり、今後変更となる場合があります。 



 

 

 

【別紙①】 

＜大井町駅東口駅舎の改良について＞ 

大井町駅東口駅舎について、人工地盤の増設によるコンコース拡張と既存施設の改良により、本計画地

に直結する広町改札（仮称）や北口（仮称）を新設します。また、広町改札（仮称）前には広場を整

備することにより、お客さまが待合せなどにご利用いただける滞留空間を拡張します。りんかい線から計画地へ

のアクセス通路や、JR 線ホームについても改良を行うことで、利便性の向上と混雑の緩和を図ります。 

 



 

 

 

【別紙②】 

＜住む人・働く人・訪れる人のくらしを豊かに支えるさまざまな用途について＞ 

 

 １）オフィス 

高層部には基準階貸室面積約 5,000 ㎡ 

の大規模・高品質なオフィスを、低層部には 

地域の皆さまの新しい働き方を支援するオフィス 

サポート機能を 

整備します。 

 

 

 
 

 ２）商業 

歩行者ネットワークに面して開放的なアウトモ

ール型の商業施設を展開します。シネマコンプレ

ックスのほか、個性豊かなテナント構成により生

活に彩りを与え、

気持ちを豊かに

する空間を目指

します。 

    
 

３）ホテル 

地域の皆さまにもご利用頂きやすいレストラ

ンやラウンジを備えた、まちに開かれたホテルを展

開します。屋上には都心の夜景や隣接する車

両基地の壮観な

車列も一望でき

るルーフトップバー

を設けます。 
        

 
 

４）賃貸住宅 

都心の駅直結複合開発に住まう利便性と

高層階の眺望を兼ね備えた、高品質な賃貸住

宅を提供します。共用部には、自然を感じられ

る開放的なエント 

ランスやテレワーク 

に対応したワーク 

ラウンジを設けます。  

 

ラウンジを有するオフィスサポート機能 洗練されたデザインと緑や水を感じられるロビー 

重層的なアウトモール空間 歩行者ネットワークを賑わいで彩る店舗 

ゆったりとした時間を味わえるラウンジ 都心の夜景を楽しめるルーフトップバー 

眺望を楽しみながら働けるワークラウンジ 自然光や心地よい風を取り入れたエントランス 



 

 

 

【別紙③】 

＜地域の皆さまの憩いや交流の場所としてご活用いただくパブリックスペース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）広場➀ 

新設する改札の前に、待

合せなどにご利用いただけ

る、まちの玄関口となる広

場を整備します。 

広場とつながるデッキから

は整列する鉄道車両を一

望することができます。 

 

２）広場➁ 

歩行者ネットワークの中

央に位置し、交通広場や 

しながわ中央公園方面へ

向かう人々、オフィス、ホテ

ル、賃貸住宅、商業施設

をご利用される方々が行き

交い、本施設の賑わいの中

心となる広場となります。 

 

広場③ 休日などに憩いの場として利用される広場のイメージ 

広場① 駅直結の待合せスペースとして利用される広場のイメージ 

広場② 重層的な歩行者ネットワークと一体となって賑わう広場のイメージ 

３）広場③ 

緑豊かで広々とした約

4,600 ㎡の広場を整備し

ます。イベントや地域活動

などを通じて憩いの空間とな

り、災害時には広域避難

場所としても機能する、 

本開発の象徴的な広場と

なります。 

 



 

 

 

【別紙④】 

＜ＪＲ東日本が開発する街区の概要＞ 

  A-1 地区 A-2 地区 

事業主体 東日本旅客鉄道株式会社 

所 在 地 東京都品川区広町二丁目及び大井一丁目各地内 

敷地面積 約 22,300 ㎡ 約 7,100 ㎡ 

適用制度 
土地区画整理法に基づく、土地区画整理事業 

都市計画法に基づく、再開発等促進区を定める地区計画 

延床面積 約 250,000 ㎡ 約 9,100 ㎡ 

階 数 地上 26 階、地下 3 階 地上 2 階、地下２階 

高 さ 約 115m 約 16m 

施設概要 

オ フ ィ ス ： 

商    業 ： 

ホ テ ル ： 

賃貸住宅 ： 

駐 車 場 ： 

約 124,000 ㎡   

約 019,700 ㎡ 

285 室 

290 戸 

369 台 

商 業 ： 

駐 車 場 ：      

約 1,100 ㎡ 

106 台 

運営会社 

オ フ ィ ス ： 

商   業 ： 

ホ テ ル ：  

賃貸住宅 ： 

株式会社ＪＲ東日本ビルディング 

株式会社アトレ 

日本ホテル株式会社 

株式会社ジェイアール東日本都市開発 

開業予定 2025 年度末 

※今後の検討により変更となる可能性があります。 

 

 

 

  

位置図 

配置図 


